
①活動概要
熊川宿の将来を担う子どもたちが、自分たちのふるさとを調べ、郷土への理解を深め、誇るべきふるさとを自分たちの言葉で

伝えられるようになってほしいという住民の願いを込めて、熊川小学校に依頼してこの事業を行った。（平成19年度実施）

②活動の体制

③苦労した点や工夫した点
【苦労した点】 熊川小学校の児童が協力的で、語り部の

シナリオを作って何度も繰り返し練習を

してくれた。

【工夫した点】 熊川宿のまちづくりに長く関わっていただ

いている東京大学の西村幸夫先生と「語る

会」を開催し、町並みが整備される前の話

をふまえ、熊川宿のみどころを紹介するパ

ンフレットを作成した。

⑤今後の活動

パンフレットは手作りで親しみやすい内容に仕上がっており、熊川宿内の資料館や道の駅などにおいて、観光客に利用していただく。また、来年度以
降に子ども語り部を行う際のテキストとして活用していき、子ども語り部を実施していく。
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日本風景街道若狭熊川・ 街道

熊川小学校児童 街道熊川宿まちづくり協議会
パンフレット作成

子供語り部の実施の呼びかけ

【児童らが作成したパンフレット】

【新聞に掲載された記事】
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鯖

問合せ先 担当：鯖街道熊川宿まちづくり協議会 事務局
電話：0770-62-2711

④活動の効果
当初は、若狭町モニターツアーの一行を相手に子ども語り部を実施したが、慣れてくると他のツアーや個人の観光客にも説明をするなど、自信に

あふれたいきいきとした表情をみることができた。19年度に語り部を務めた児童が20年度も語り部を実施し、今も小学校の事業として継続し
ている。児童たちは「次はいつ語り部ができるのか」と自信を持ち、確実に熊川宿への誇りが芽生えてきたと思われる。
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